
　第３回目の「ひろせ夏祭り」が８月９日（土）に開催されました。
　今年も昨年同様、広瀬地区自治振興会の各部の部員、Ｖamos Hirose（バモスひろせ）のメンバ
ーを中心に企画・運営をし、当日は広瀬地区の大学生・高校生もボランティアで参加してくれまし
た。手作り感あふれる、どこか懐かしい雰囲気を楽しめるような夏祭りで地区のみなさんに楽しん
でもらえるように、チーム一丸となり運営しました。
　昨年よりも大勢のお客様で賑わい、フードコーナー、ミニ縁日コーナー、すべて完売しました。
　中でも、焼きそばがおいしいと大人気！暑い中大量のやきそばをひたすら焼いてくれたスタッフ
には感謝です。ミニ縁日の射的は今年も大人気！長蛇の列となりお待たせする場面もありました。
今年はスーパーボールすくいも加えポイでスーパーボールやアヒルなど水に浮かぶおもちゃをすく
いました。
　地区の全世代の方々が一同に集まり笑顔あふれる夏祭りになりました。ご来場くださりありがと
うございました。
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大盛況！ひろせ夏祭り大盛況！ひろせ夏祭り

山形サンダー株式会社さんより
協賛金をいただきました。
ありがとうございました。

★インスタグラムに動画　
　もUPしてます。
　フォローして見てくだ　
　さい♪
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防災クイズをやってみよう‼※〇×クイズです

避難所のトイレ問題について学ぶ
　８月３１日（日）に広瀬地区防災訓練を開催しました。今回は震度６の大規模地震を想定して、

各自主防災組織ごと安否確認訓練を行いました。訓練放送の後に全戸の安否確認を行い、活動セン

ターに報告をしてもらいました。時間内すべての集落から報告が来ました。その後、活動センター

で「災害時のトイレ事情と災害関連死」と題し、大瀧一雄氏（株式会社大滝商会会長）よりご講演

いただきました。全国各地で発生している災害時にメディアでもなかなか取り上げられないトイレ

事情。実は災害関連死にもつながる最も深刻な問題です。とても貴重なお話を聞け、また私たちが

知らない避難所の問題も聞くことが出来ました。まずは、各ご家庭の備蓄品に携帯トイレも準備し

ていただきたいと思います。

　その後、グループごとに分かれ防災資機材の組み立て訓練を行いました。振興会にあるマンホー

ルトイレ、間仕切り、段ボールベッドを組み立てました。実際に避難所開設時に使用する事がある

資機材を皆さんで組み立ててもらいました。また、総務地域部の2名の部員よりスナック菓子"じゃ

がりこ"を使った防災食を作ってもらい試食を行いました。じゃがりこにお湯を入れ3分待つとポテ

トサラダのような仕上がりになります。腹持ちも良く、普段から食する事があるお菓子だとお子さ

んも抵抗なく食べることが出来るかと思います。

　突然来る災害。もしもの時の備えに対し1人1人が意識を持って生活する事が大切なんだと思いま

した。また、年１回広瀬地区全体で安否確認訓練、防災訓練を実施する事で１人１人の防災意識や

危機管理意識も高まります。避難所開設には男性、女性両方の力が必要です。防災訓練にも女性の

参加が必要だと思いました。

①エレベーターの中で地震が発生したらすべての階のボタンを押し助けを待つ。　

②外で地震が起きたら建物やブロック、堀、電柱、自動販売機からも離れかばんなどで頭を守る。

③水害時に避難する場所として、自分の家や知り合いの家、避難所など人によって違う。

④避難所へ避難する際は、自分で非常持ち出し品をリュックに詰めて持参する。

⑤立退き避難する際は電気のブレーカーを落としてガスの元栓を閉める。
※いざという時のためにも４月に発行した広瀬地区防災マニュアルを参考に家族で話し合って　

　おきましょう。

↑段ボールベッド組み立て

↑間仕切り組み立て ↑マンホールトイレ組み立て ↑じゃがりこを使った防災食

↑講演会。各集落から大勢参加↑講師の大瀧一雄氏

(答えはＰ4にあります。)
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　そうして出来上がったパーツにゴムを通してスカーフをとめるア

クセサリーの完成です。

　小さいビーズなどを入れる作業は細かくてすごく大変でしたが、

講師の高橋梨沙さん（瑞穂）にサポートしてもらいながら、皆さん

上手に出来ました。

　好きな柄のスカーフを選び早速着けて、「私などうだ？」とみんな

で見て楽しめました。

　今回は羽黒子育て支援センターさんとの合同事業でもあり、赤ち

ゃんも参加！お茶を飲みながら赤ちゃんと触れ合ったり、若いママ

さんたちとおしゃべりしたりして交流を楽しみました。

　次回、11月20日（木）に開催予定。次回は健康講座になります。

　詳しくは後日チラシを発行いたします。
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夏のひんやりアイテム
　昨年度まで毎月第３木曜日に開催していた「い

っぷくどうぞ」を今年は年３回にし、都度内容を

企画することとしました。１回目の企画は"ハンド

メイドカフェ"７月１７日（木）に開催しました。

　今回は、ひんやりスカーフの留め具をレジンで

作りました。専用の型にレジン液を入れ、ドライ

フラワーやビーズなどを入れて、UVライトで固め

ます。

上手に出来たよ
　広瀬小学校児童対象の「夏休みわくわくクラブ」が

７月３１日（木）に開催され１年から６年生まで１６名

が参加しました。今日１日は異学年で交流を楽しむ日！

　午前中は今年も食改広瀬の方を講師に、各班に分かれ

て３品を作りました。１年生はサラダ、２年生はデザー

ト、４年生から６年生はキーマカレーを担当し、包丁や

　　　　　　　　　　　　　火に十分気をつけながら手

　　　　　　　　　　　　　際よく作り、皆でおいしく

いただきました。

　午後からは、羽黒福祉センターの職員の方から福祉について学

びました。今年はユニバーサルデザインについて勉強し、その後

活動センター内にあるユニバーサルデザインをゲーム形式で見つ

けました。

　楽しくお勉強したあとは、モルックで遊びました！モルック初

体験の子も多くいましたがすぐにコツをつかみ接戦の戦いでした。

　長い夏休みの１日ではありますが、１日を通して色々な体験が

出来ました。

　



　今年は戦後80年の年です。

メディアでも戦後80年をテーマに

した特集が多く、次世代に伝える

とともに、平和について考える機

会が多かったと思います。

　広瀬地区でも8月15日（金）に

慰霊祭を慰霊碑の前で行いまし

た。先人たちを追悼しながら今幸

せに過ごせていることに感謝し、

平和への願いを祈りました。

今後の予定

　9月10日（水）～１２日（金）の３日間に

渡りナイターソフトバレーボール大会が開催

されました。今年は昨年より１チーム多い９

チームの参加でした。お仕事終わりの夜の時

間帯でしたが、応援団も含め大勢の方に参加

していただきありがとうございました。

　今年はどの対戦も接戦で３セット

までの熱い戦いが繰り広げられ

ました。

　皆様３日間お疲れ様でした。
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白熱の3日間‼

★8日（土）、９日（日）　ひろせフェア
※９日はイベント開催です！詳しくは11月配布の

　チラシをご覧ください。

★20日（木）　いっぷくどうぞ（健康教室）
※詳しくは11月配布のチラシをご覧ください。

★10日（水）　お正月飾り教室　10：00～

★18日（木）　いっぷくどうぞ（お楽しみ会）
※両教室の詳細は12月配布のチラシをご覧ください。

※親子ケーキ作りとそば打ち教室は日程調整中です。

　決まり次第学校を通してチラシ配布になります。

戦後80年の節目の年に

※P3防災クイズの答え・・・すべて〇

★26日（日）竹あかりづくり教室　10：00～
※詳しくは別紙のチラシをご覧ください。

Vamos Hirose
の活動日誌

（バモスひろせ）

4月から活動開始をしいている

VamosHirose(バモスひろせ）では

月1回の定例会に加え、広瀬地区の

神社の祭りの取材を始め、自治振

興会事業への協力などの活動をし

ています。

今後もVamosＨiroseの活動報告を

していきたいと思います。

優　勝：富沢集落　　　第３位：松ヶ岡集落　　　　　　　

準優勝：希望ヶ丘集落　第４位：中屋集落

黄金色の実り
今年の猛暑で心配されていたお米ですが、５月

に田植え体験をし地主の阿部一信さん（中屋）

に管理していただいた苗が黄金色に実り、秋晴

れの９月１６日（火）に稲刈り体験を行いまし

た。

　広瀬小５年生１８名と地域の田んぼの先生、

農協の営農指導員の板垣さんと上野さんで行い

ました。初めて持つカマを慎重に使い丁寧に刈

っていきます。

　昨今のお米不足に伴い、お米の授業はとても

貴重な経験になります。お米のありがたさと農

家さんへの感謝の気持ちを持てるきっかけにな

ったのではないでしょうか。


